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はじめに
　「縄紋」から「縄文」への用字の転換の歴史を遡ると、1877（明治10）年６月に文部省の招聘を受
けて来日したEdward Sylvester Morse（以下、モースと表記）に始まる。大森貝塚（東京都品川区）
を横浜からの上京途上で車窓から発見したモースは、３ヶ月後には発掘を開始し、大森貝塚発掘調査
報告書『Shell mounds of Omori』 を上梓した。大森貝塚からは、261点の出土品が確認され、その内
214点が土器であり、後年その土器のほとんどが縄文時代後期の加曾利B式土器であることが判明し
た。この特殊な模様を持つ土器をモースは報告書の中で「Cord marked pottery」と命名した。
　モースが上梓した『Shell mounds of Omori』を邦訳したのは、アメリカへ留学、後に東京開成学
校教授・教育博物館長などを歴任した矢田部良吉である。1879（明治12）年、矢田部は、『大森介墟
古物編（理科会枠）第一帙上冊』として、『Shell mounds of Omori』の邦訳版を刊行し、「Cord 
marked pottery」については、「索紋土器」と邦訳した。
　1886（明治19）年４月、東京帝国大学農科大学教授で東京人類学会設立メンバーの一人でもあった
白井光太郎が、『人類学会報告』第３号に論説報告「石鏃考」を投稿した。当時、東京人類学会設立
の代表者であった坪井正五郎が太古の土器を４通りに区分し、現在の「縄文土器」を「貝塚土器」と
命名していたが、白井は「縄紋土器」と記述した。この「縄紋土器」は、東京人類学会に於いて認知
され多くの会員が長期に使用する用語となったが、それについては後述のこととする。
　しかし、現在では「縄紋」を使用する者は限られていて、「縄文」を使用する者が大勢を占めている。
「縄紋」から「縄文」への転換はどのような経緯によるものであったのであろうか。先行研究につい
ては、第１章で記述のこととするが、先に、本論で重要な資料となる『国史大辭典』に触れておくこ
ととする。『国史大辭典』の「縄文式土器」の項（江坂輝弥）では、坪井により東京人類学会会長に
迎えられた神田孝平の「縄文土器」について、江坂が下記の記事を掲載している。
　　　 「東京人類学会会長をも務めた神田孝平は、同明治二十一年刊の『東京人類学会雑誌』第四巻
第三四号に発表した「史前器所藏之原由」で、現在の東京都東大和市藏敷遺跡出土の縄文文化
中期の加曾利E式深鉢土器を挿図入りで資料紹介し、その中で「縄文土器」の語を使っている。
神田は、幕臣としては開成所教授職並・頭取にまでなり、維新後は明治政府の元老院議官など
の要職にもついた漢学の教養ある学識豊かな人で、縄目文様は「紋」ではなく、文様であり、
字義からして「文」が正しいことに気づき、「縄文土器」と訂正発表したものと思われる」（江
坂1986）
「縄紋」から「縄文」への転換の実相
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の表記があるが、それは、紋
4
章や指紋
4
を文
4
章や指文
4
とは書かないように、文様は文字ではないから紋
4
様と書くべきであり、土器の文様も縄文
4
ではなく縄紋
4
とすべきとする主張による」（小林2003、413頁）
と小林達雄の署名記事を見ることができる。また、同じ『日本考古学事典』「縄文〈縄紋〉」の項では、
「白井光太郎が用いた「縄紋」がしだいに一般化し、漢字簡略化の趨勢のなかで「縄文」が普及する」
（可児2003、407頁）と可児通宏の見解が記述されている。
　時流のなかでの「縄紋」から「縄文」への転換の経緯については、「山内清男が「縄紋土器文化」
の名を用い、それがもととなって「縄紋式文化」「縄紋式時代」の呼称が普及し、さらに後藤守一や
長谷部言人らの提唱によって「縄文文化・時代」の時代区分名が定着したといわれる」と（戸沢充則
1994）が述べている。
２．神田孝平による訂正説の検証
2.1．「縄紋」から「縄文」への転換経緯
　神田が、最初に使用したことになる「縄文」は「史前器所藏之原由」『東京人類学会雑誌』４巻34
号に掲載された。
　　　 「 三尺ノ深サヨリ土器残欠二三片見出シ―中略―繩文土器残欠凡貮升―中略―四寸二分アリト
淡厓記ス」〈神田孝平の号は、正しくは淡崖〉（神田1888、112頁～114頁）
と記述されている。しかし、この掲載を遡る２ヶ月前『東京人類学会雑誌』４巻32号の記事欄には、
　　　「甲斐国東山梨郡ニテ得タル繩文土器破片
　　　　北巨摩郡三ノ蔵村ニテ得タル繩紋土器破片
　　　　東八千代郡御代咲村字塩田ニテ得タル繩文土器」（東京人類学会1888、１頁）
と寄付品の報告書が掲載され、そのなかで、『東京人類学会雑誌』誌上で初めての「縄文土器」とい
う用字が使用され、本来の「縄紋土器」と混在した記述が登場した。この記事欄で、神田の論説「史
前器所藏之原由」に先立って「縄文土器」が使用されていたことが判明したことになる。この記事欄
の執筆者は不明であるが、『東京人類学会雑誌』の編集担当者ということになるのであろうか。
　また、『東京人類学会雑誌』４巻32号・34号から３年余、『東京人類学会雑誌』７巻71号に、神田の
「石槌ノ小ナルモノ」が掲載された。
　　　「 福島縣下ニ石槌ノ小ナルモノアリ―中略―此下釜ト云フ所ハ石鏃石斧繩紋土器類及ヒ凹アル
石器ナド多ク出ツル所ナリト云フ　淡厓」（神田1892、174頁）
　神田孝平が「縄目文様は字義からして「紋」ではなく「文」が正しいことに気づき、「縄文土器」
と訂正発表したものと思われる」とする江坂の説が正しいとすれば、数年後に再び「縄紋」が使われ
ているのは奇妙である。
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「縄紋」から「縄文」への転換の実相　　里見　絢子
　この記述は、2010年に発刊された『縄文時代の考古学１』や他の考古学者にも引用され通説化して
いる（今村2010）。
　神田が、「縄紋」を「縄文」と表記したことが、用語転換の契機となったとする学史的評価は正し
いのであろうか。本論では、明治時代には「縄紋」が一般的であったが、現在では「縄文」が主流と
なり、最初に「縄文」と表記したのは神田孝平とする認識が普及しているが、実態はそうではないこ
とを文献の詳細な検討と神田の人物像から明らかにする。神田による「縄文」という用語使用の実態
を『東京人類学会雑誌』から検証し、「縄紋」から「縄文」への転換がどのような経緯によるものか
を『東京人類学会雑誌』・『人類学雑誌』と『考古学雑誌』の掲載記事などに基づいて会員の用語使用
頻度変化の実態を調査し、用語変遷の歴史の実相を解明したい。
１．考古学史からの検証
　「縄紋」が「縄文」へ転換した時期は、神田が『東京人類学雑誌』４巻34号に「史前器所藏之原由（圖
入）」を投稿した1888（明治21）年と考えられるが、芹沢長介は、「「繩紋土器」という名前は白井光
太郎氏をはじめとしてかなり古くから用いられてはいたものの、それが一般的な慣用語として復活し
たのは、大正末年から昭和の初めにかけてであったといってよいであろう。試みに後藤守一氏の『日
本考古学』（昭和二年）をひもといてみれば、先史時代の土器の項目に「縄紋式土器」「彌生式土器」
という名前がはっきり書かれているのである。―中略―なお繩紋
8
から繩文
8
への転化がいつからおこな
われたかという問題もあり、どちらが正しいかという考証も必要であろう。しかし、これもいまは深
くたち入らないで置く」（芹沢1956）と述べ、筆者が本論で考察課題としたことと同様な問題意識を持っ
ていたことが推察できる。
　また、現在でも「縄紋」という表記を使用する研究者は存在しており、「縄文」が主流となってい
くことを危ぶみ警鐘を鳴らした研究者たちもいた。
　山内清男は、生涯「縄紋」を使用したことで知られるが、その理由について山内の弟子である佐原
真は「「縄紋」は、私の先生である山
やまのうち
内清
す が お
男さんが強硬に主張したことです。ただ山内さんの場合は、
大森貝塚を発掘したモースの“コードマーク”を縄紋と邦訳し、はじめは糸ヘンをつけていたという
学史上のことからくる」と記述し、佐原自身は「わたしは、わかりやすくしようという立場から「紋」
にこだわるんです。「紋」と「文」はどちらも常用漢字に入っている。「紋」と「文」を区別しないと、
混乱がおきる。―中略―「肋骨文」は、縄紋土器の模様の一種、「甲骨文」は中国古代の亀の甲羅や
骨に書いた最古の漢字。模様は糸ヘンをつけることにすれば、よくわかるじゃないですか」（佐原
1993）と述べ、学史的にも漢字の解釈からも「縄紋」を使用するべきとしている。
　田中琢、佐原真を編集代表として発刊された『日本考古学事典』「縄文土器」の項に、「白井光太郎
（「中里村介居墟の報告」『人類学会報告』４　1886）が縄紋土器と呼び、弥生土器と弥生時代の存在
が認知されていくなかで、縄文土器の呼称が定着していく。 なお、現在「縄文
4
」とならんで「縄紋
4
」
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序文で翻訳をした矢田部を含めて日本人学者に対し謝辞を述べているが、神田の名は筆頭に記されて
いる（Morse1879）。
　また、神田は、朋友である福澤諭吉が、アメリカから持ち帰った「アメリカ特許法」を『西洋雑誌』
に「褒功私説」として投稿し、「パテント」という用語と「特許制度」を日本に初めて紹介した。
　「西洋諸国にはパテントといふ事あり譯すれば褒功法といふ事なり」で始まる「褒功私説」では、
一例として下田蓮杖の「写真鏡の法」を取り上げ、技術伝習者を保護する必要があることを述べてい
る。パテントの重要性を説き特許制度の導入を図るなど国や個人の権利に基づく法に提議を尽くして
いる。
　このように神田の履歴を検討してみると、神田は、蘭語、英語、数学、天文学、人類学、考古学、
文学、法律学、経済学、行政学等、広範囲な領域に見識を持った人であることが確認できる。
　しかし、神田の漢学については、研究者としての特別な事蹟を発見することは出来ない。神田と同
じ時代を生きた人々には漢学の素養があったとし、神田を「漢学の教養ある学識豊かな人」と述べた
江坂説を是認するとしても、国の発展のために蘭語を学び、多くの外国の法制度を日本に移入するこ
とに尽力していた神田が、「縄目文様は字義からして「紋」ではなく「文」が正しいことに気づき、「縄
文土器」と訂正発表したものと思われる」とする江坂の説には無理がある。考古学的な著作の内容を
みてみると、神田が、『東京人類学会雑誌』に投稿した論説57篇では、多種多様な遺物が解説の対象
となっているが、特に石器への関心の深さが読み取れる。『東京人類学会雑誌』４巻34号で「縄文」
と表記された２年前、神田は『日本大古石器考』を上梓している。この著作のなかで、石の模様の表
記を「蛇紋石」「無紋」「横紋」など22種類の「紋」で表記しており、「横細文」のみが「文」となっ
ているが、この「文」も状況からみて誤植と推定できる。
　また、神田が「文」ではなく「紋」を使用していたことの傍証として、『東京人類学会雑誌』に神
田が投稿した論説について検証した結果では、『東京人類学会雑誌』 ２巻14号（1887年）「内耳鍋ノ話」
では「武田菱の紋」、２巻19号（1887年）「津輕ノ好古家藤田氏ヨリ送ラレタル古物ノ記」では「輪紋」、
５巻46号（1889年）「第二十九版圖解」では「溝紋」、６巻60号（1891年）「古物圖解」では「線紋」
などを使用していたことを記しておく。
　なお、神田が『東京人類学会雑誌』に投稿した論説・報告数は、『復刻日本考古学文献集』第六回
配本（斎藤1983）で39編として一覧表が添付されているが、これは、神田が死去した1898（明治31）
年７月に発刊された『東京人類学会雑誌』13巻148号雑報欄に掲載された神田の論説・報告数を転記
したものである。筆者による検証の結果では、57篇であることが判明した。長谷部言人が、「人類學
教室所藏淡崖神田孝平氏遺藏品」『人類学雑誌』54巻11号で、「神田氏が本誌に寄せた論説報告は薨去
當時坪井会長が本誌誌上に追悼の辭と共に掲げた目録では39篇、八幡一郎氏の検索では57篇の多きに
達し…」（一覧表は存在しない）と述べており、筆者による検証によっても、図版解説等全てを含め
ると57篇あることが確認された（表２参照）。
216
「縄紋」から「縄文」への転換の実相　　里見　絢子
2.2．誤植の可能性の検討
　神田の直筆によるものは多くは残されていないが、書簡、提言書、兵庫県令引継書などの調査を行っ
たところ、直筆による「紋」の字の発見には至らなかった。しかし、『東京人類学会雑誌』４巻34号
から抜粋した「…繩文土器残欠凡貮升…淡厓」の中に、直筆との相違を確認できた文字がある。神田
の直筆調査では、「残欠」の文字は存在せず、「残缺」がたびたび使用されていた。また、『東京人類
学会雑誌』４巻34号および７巻71号では神田の号が「淡厓」となっているが、神田の直筆では「淡崖」
であることを確認した。
　神田が『東京人類学会雑誌』に投稿した論説57篇を掲載誌で検証した結果、氏名の神田孝平、号の
淡崖が正確な文字で植字されたのは『東京人類学会雑誌』２巻15号（1887年５月）までであり、２巻
16号（1887年６月）以降については、淡厓迂夫、淡厓、淡涯、淡屋など異なる文字が多数使用されて
いる。同じ号の表紙目録欄・記事欄・論文執筆者名欄の間でも異なった氏名・号の表記をしているな
ど、神田の最後の論説が掲載された12巻133号（1897年４月）までの約10年間、植字の状況がかなり
不安定であったことがわかる。また、『東京人類学会雑誌』には、発刊の翌月に前号の掲載記事につ
いて正誤記事を掲載しているが、神田の名前・号の訂正記事は見当たらないことから、植字の正確さ
という点にあまりこだわりがなかったものとみられる。
　こうしたいわゆる誤植の多さと、『東京人類学会雑誌』４巻32号（1888年10月）、４巻34号（1888年
12月）に「縄文」が３回だけあらわれ、その後長く使用されない状況を考え合わせると、1888年の「縄
文」は、意図的なものではなく偶発的な誤植であった可能性が高い。東京人類学会の会員は、誤植だ
としても『東京人類学会雑誌』４巻32号、34号誌上で「縄文」の文字を見たはずであるが、４巻34号
（1888年12月）以降、45巻９号（1930年９月）で再び「縄文」の文字が登場するまでの約41年間「縄紋」
を継続使用していて「縄文」を使用した者はいなかった。
　
2.3．神田孝平の履歴からの検討（表１参照）
　18歳から漢籍を学び始めた神田であるが、1853（嘉永６）年６月（24歳）アメリカからのペルリ艦
隊の来航を知り、翌７月には、漢学から蘭学へ学びを転向させた。８年後には、『和蘭美政録』（クリ
ステメィエル著）を訳出して、日本に初めての推理小説を移入した（角田1987）。1866年には、イギ
リスで発刊され蘭訳された「Outlines of Social Economy」を『經濟小學』として訳出し西洋経済学
の移植者となった。後に、オランダの司法・行政・法制などの訳出本も刊行した。
　神田は、1862年に蕃所調所教授方出役（数学担当）に就任したのを始めとし、明治維新期の官僚と
して、公議所副議長・兵庫縣令・元老院議員などを務めた。現在の税法にも引き継がれている「田地
租税」「税法改革の議」の建議書を公議所に提案したことは、神田の事蹟の筆頭とも言われている。
　1877年10月に発掘された「大森貝塚」の出土品が、同年12月明治天皇の天覧に供されることとなっ
た時には、文部少輔として尽力したようである。モースは、上梓した『Shell mounds of Omori』の
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序文で翻訳をした矢田部を含めて日本人学者に対し謝辞を述べているが、神田の名は筆頭に記されて
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　また、神田は、朋友である福澤諭吉が、アメリカから持ち帰った「アメリカ特許法」を『西洋雑誌』
に「褒功私説」として投稿し、「パテント」という用語と「特許制度」を日本に初めて紹介した。
　「西洋諸国にはパテントといふ事あり譯すれば褒功法といふ事なり」で始まる「褒功私説」では、
一例として下田蓮杖の「写真鏡の法」を取り上げ、技術伝習者を保護する必要があることを述べてい
る。パテントの重要性を説き特許制度の導入を図るなど国や個人の権利に基づく法に提議を尽くして
いる。
　このように神田の履歴を検討してみると、神田は、蘭語、英語、数学、天文学、人類学、考古学、
文学、法律学、経済学、行政学等、広範囲な領域に見識を持った人であることが確認できる。
　しかし、神田の漢学については、研究者としての特別な事蹟を発見することは出来ない。神田と同
じ時代を生きた人々には漢学の素養があったとし、神田を「漢学の教養ある学識豊かな人」と述べた
江坂説を是認するとしても、国の発展のために蘭語を学び、多くの外国の法制度を日本に移入するこ
とに尽力していた神田が、「縄目文様は字義からして「紋」ではなく「文」が正しいことに気づき、「縄
文土器」と訂正発表したものと思われる」とする江坂の説には無理がある。考古学的な著作の内容を
みてみると、神田が、『東京人類学会雑誌』に投稿した論説57篇では、多種多様な遺物が解説の対象
となっているが、特に石器への関心の深さが読み取れる。『東京人類学会雑誌』４巻34号で「縄文」
と表記された２年前、神田は『日本大古石器考』を上梓している。この著作のなかで、石の模様の表
記を「蛇紋石」「無紋」「横紋」など22種類の「紋」で表記しており、「横細文」のみが「文」となっ
ているが、この「文」も状況からみて誤植と推定できる。
　また、神田が「文」ではなく「紋」を使用していたことの傍証として、『東京人類学会雑誌』に神
田が投稿した論説について検証した結果では、『東京人類学会雑誌』 ２巻14号（1887年）「内耳鍋ノ話」
では「武田菱の紋」、２巻19号（1887年）「津輕ノ好古家藤田氏ヨリ送ラレタル古物ノ記」では「輪紋」、
５巻46号（1889年）「第二十九版圖解」では「溝紋」、６巻60号（1891年）「古物圖解」では「線紋」
などを使用していたことを記しておく。
　なお、神田が『東京人類学会雑誌』に投稿した論説・報告数は、『復刻日本考古学文献集』第六回
配本（斎藤1983）で39編として一覧表が添付されているが、これは、神田が死去した1898（明治31）
年７月に発刊された『東京人類学会雑誌』13巻148号雑報欄に掲載された神田の論説・報告数を転記
したものである。筆者による検証の結果では、57篇であることが判明した。長谷部言人が、「人類學
教室所藏淡崖神田孝平氏遺藏品」『人類学雑誌』54巻11号で、「神田氏が本誌に寄せた論説報告は薨去
當時坪井会長が本誌誌上に追悼の辭と共に掲げた目録では39篇、八幡一郎氏の検索では57篇の多きに
達し…」（一覧表は存在しない）と述べており、筆者による検証によっても、図版解説等全てを含め
ると57篇あることが確認された（表２参照）。
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の直筆調査では、「残欠」の文字は存在せず、「残缺」がたびたび使用されていた。また、『東京人類
学会雑誌』４巻34号および７巻71号では神田の号が「淡厓」となっているが、神田の直筆では「淡崖」
であることを確認した。
　神田が『東京人類学会雑誌』に投稿した論説57篇を掲載誌で検証した結果、氏名の神田孝平、号の
淡崖が正確な文字で植字されたのは『東京人類学会雑誌』２巻15号（1887年５月）までであり、２巻
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いる。同じ号の表紙目録欄・記事欄・論文執筆者名欄の間でも異なった氏名・号の表記をしているな
ど、神田の最後の論説が掲載された12巻133号（1897年４月）までの約10年間、植字の状況がかなり
不安定であったことがわかる。また、『東京人類学会雑誌』には、発刊の翌月に前号の掲載記事につ
いて正誤記事を掲載しているが、神田の名前・号の訂正記事は見当たらないことから、植字の正確さ
という点にあまりこだわりがなかったものとみられる。
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12月）に「縄文」が３回だけあらわれ、その後長く使用されない状況を考え合わせると、1888年の「縄
文」は、意図的なものではなく偶発的な誤植であった可能性が高い。東京人類学会の会員は、誤植だ
としても『東京人類学会雑誌』４巻32号、34号誌上で「縄文」の文字を見たはずであるが、４巻34号
（1888年12月）以降、45巻９号（1930年９月）で再び「縄文」の文字が登場するまでの約41年間「縄紋」
を継続使用していて「縄文」を使用した者はいなかった。
　
2.3．神田孝平の履歴からの検討（表１参照）
　18歳から漢籍を学び始めた神田であるが、1853（嘉永６）年６月（24歳）アメリカからのペルリ艦
隊の来航を知り、翌７月には、漢学から蘭学へ学びを転向させた。８年後には、『和蘭美政録』（クリ
ステメィエル著）を訳出して、日本に初めての推理小説を移入した（角田1987）。1866年には、イギ
リスで発刊され蘭訳された「Outlines of Social Economy」を『經濟小學』として訳出し西洋経済学
の移植者となった。後に、オランダの司法・行政・法制などの訳出本も刊行した。
　神田は、1862年に蕃所調所教授方出役（数学担当）に就任したのを始めとし、明治維新期の官僚と
して、公議所副議長・兵庫縣令・元老院議員などを務めた。現在の税法にも引き継がれている「田地
租税」「税法改革の議」の建議書を公議所に提案したことは、神田の事蹟の筆頭とも言われている。
　1877年10月に発掘された「大森貝塚」の出土品が、同年12月明治天皇の天覧に供されることとなっ
た時には、文部少輔として尽力したようである。モースは、上梓した『Shell mounds of Omori』の
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　　　「 その二は土器系統論なり。―中略―今回發掘にかゝる關東以北の土器に類せる繩文土器の類
より彌生式土器の發生を見るに至りしならむといへる新説に對しては未だ首肯すること能は
ざるなり」（高橋1918、64頁）。
　この記述の後、『考古学雑誌』10巻10号の「彙報」欄には、「有孔石器　高橋健自氏」として下記の
記載がある。
　　　「 大和河内地方の石器時代遺蹟實査によって愈々確められ、今では繩文土器を出すアイヌ系の
遺跡と相竝んで別種の遺跡が認められ、その土器が引き續いで有史時代にも使用されたこと
が知悉されて居る」（高橋1920、558頁）。
　「縄文」を専門的な研究テーマとしていない高橋には、この二つの「縄文土器」以前に「縄文」の
文字を発見できないが、『考古学雑誌』１巻５号から２巻４号までの論説では（例会報告・彙報を除く）、
花紋・波紋・斜格紋など「紋」を使用していたが、３巻３号からは、鴛鴦文・鋸歯文などの「文」の
使用が見られるようになる。それ以降は渦文・曲線紋・狩猟文など「紋」と「文」が混在している。
しかし、６巻11号からは、「紋様」が「文様」へ「紋」が「文」へと表記を転換させたたことが確認
できる。
　これらの事例から、「縄紋」を「縄文」へ転換させる起因となったのは、高橋健自であると筆者は
考える。高橋が、なぜ文字の転換に至ったかについては、次節に詳細を記述する。
　これらの記事が掲載された以後、『考古学雑誌』13巻４号（1922年）からは、前例に倣うかのよう
な様子で「縄紋」と混在しながらであるが「縄文」という用語の使用が広がり始めた。「縄文」とい
う用語が拡散する事象については、４章で記述のこととする。
3.2．高橋健自の「縄文」
　高橋は、1895（明治28）年に創立された「考古學會」が、『考古界』を廃止して新たに『考古学雑誌』
を発刊した１巻１号の「考古學會役員」欄に評議委として、その名前が掲載されている。高橋の当時
の要職は、東京帝室博物館歴史部次長であった。高橋が亡くなった時の『考古学雑誌』19巻12号（追
悼号）に掲載された記事には、高橋は、考古学の権威者として知られ、生涯に発表した著作・論文数
は176篇であり、古墳・仏教遺物・服飾などを研究対象として、間口の広さよりも奥行きを深めるこ
とに意を常に用いて研究をしていたとし、「石器時代の研究如きは自らも「不得手だ」と云って居ら
れた位だからこれに關する論文数は少ないのも當然である」（石田1929）とある。
　176篇の著作・論文の題目一覧の中で、唯一「縄文土器」に関係しそうなのは「上古の土器及び陶器」
という論文のみであるが、その記述も
　　　「 石器時代の土器は、吾々より以前の民族の製作にかゝるものなり。古き事は記録のこれを傳
ふること少なきにも係らず。―中略―古墳より出づる焼物に二種あり。一は素焼の褐色なる
ものにて、他は鼠色のものこれなり。前者は轆轤を用ゐたるかと想はるゝものもあれども、
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　57篇の論説・報告のタイトルを見ても分かるように、神田の「縄文土器（史前器）」についての論説・
報告は、「史前器所藏之原由」『東京人類学会雑誌』４巻34号以外に見当たらない。これらの事実から
も、神田は、考古学者として石器に対して深い造詣と興味を持っていたことが考察できるが、「縄文
土器」については用語の転換を考察し発表するほどの関心を寄せていたとは考えがたい。
　以上述べてきたように、神田が、必要に応じて「縄紋土器」と「紋」を使用していたことがわかる
が、神田が、「縄紋土器」から「縄文土器」への訂正を行ったとする江坂説を受け入れることはでき
ない。神田の事蹟と東京人類学会会長という立場を考慮すると、縄目文様は字義からして「紋」では
なく「文」が正しいことに気づいたならば、『東京人類学会雑誌』に論説として投稿をしたはずである。
また、『東京人類学会雑誌』34号が発行された時には、神田は病のために熱海で療養中であり、原稿
や刊行物の推敲が困難であったのではないかとも推測できる（表１参照）。したがって、神田による
とされる「縄文土器」の使用は、偶発的な誤植によるものと推察する。
３．「縄紋」から「縄文」へ、転換の検証
3.1．初めての「縄文」
　２章で記述したように、神田が「縄紋」を「縄文」に訂正したとする江坂説の根拠を立証すること
は出来なかった。現代では大勢で「縄文」が使用されているが、「縄紋」から「縄文」への転換にいたっ
た起因および経緯はどのようなものであったのであろうか。
　転換の起因を探究するために、『東京人類学会雑誌・人類学雑誌』670冊余の検証を行った。『東京
人類学会雑誌』４巻32号、34号（1888年）に記載された「縄文」は、誤植の可能性が疑われるものの
当時の多くの会員が目にしたはずである。しかし、追随して「縄文」を使用する者はいなかった。こ
の後再び、『人類学雑誌』誌上に「縄文」が登場するのは、45巻９号（1930年）であり、使用者は木
村善吉、弘津史文、小川五郎である。しかし、この後もしばらく「縄文」は使われることがなく、こ
の号のものも誤植であった可能性が疑われる。本格的に「縄文」という用語が使用され始めたのは、『人
類学雑誌』54巻８号（1939年）からであった。ここで、酒詰仲男（1939年）、角田文衛（1939年）、稲
尾典太郎（1939年）が、「縄文土器」を使用している。
　引き続き『人類学雑誌』55巻２号、４号、９号（1940年）の雑報欄で「縄文土器」の用語が使用さ
れ、一気に「縄文」という用語の使用が拡大し始めた。雑報欄には署名がなく『人類学雑誌』の編集
者による執筆と考察するが、これを転機としたかのように、「縄紋」を上回る勢いで「縄文」の使用
が開始された。
　以上は、人類学会での現象であるが、調査の結果、『考古学雑誌』の誌上では、人類学会よりも早
く「縄文」という用語が使用されていたことが判明した。「縄文」の初出は、『考古学雑誌』９巻１号
に掲載された「新刊紹介」の原稿であり、著者の高橋は、当時考古学会の幹事であった高橋健自であ
ると推定される。
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　　　「 その二は土器系統論なり。―中略―今回發掘にかゝる關東以北の土器に類せる繩文土器の類
より彌生式土器の發生を見るに至りしならむといへる新説に對しては未だ首肯すること能は
ざるなり」（高橋1918、64頁）。
　この記述の後、『考古学雑誌』10巻10号の「彙報」欄には、「有孔石器　高橋健自氏」として下記の
記載がある。
　　　「 大和河内地方の石器時代遺蹟實査によって愈々確められ、今では繩文土器を出すアイヌ系の
遺跡と相竝んで別種の遺跡が認められ、その土器が引き續いで有史時代にも使用されたこと
が知悉されて居る」（高橋1920、558頁）。
　「縄文」を専門的な研究テーマとしていない高橋には、この二つの「縄文土器」以前に「縄文」の
文字を発見できないが、『考古学雑誌』１巻５号から２巻４号までの論説では（例会報告・彙報を除く）、
花紋・波紋・斜格紋など「紋」を使用していたが、３巻３号からは、鴛鴦文・鋸歯文などの「文」の
使用が見られるようになる。それ以降は渦文・曲線紋・狩猟文など「紋」と「文」が混在している。
しかし、６巻11号からは、「紋様」が「文様」へ「紋」が「文」へと表記を転換させたたことが確認
できる。
　これらの事例から、「縄紋」を「縄文」へ転換させる起因となったのは、高橋健自であると筆者は
考える。高橋が、なぜ文字の転換に至ったかについては、次節に詳細を記述する。
　これらの記事が掲載された以後、『考古学雑誌』13巻４号（1922年）からは、前例に倣うかのよう
な様子で「縄紋」と混在しながらであるが「縄文」という用語の使用が広がり始めた。「縄文」とい
う用語が拡散する事象については、４章で記述のこととする。
3.2．高橋健自の「縄文」
　高橋は、1895（明治28）年に創立された「考古學會」が、『考古界』を廃止して新たに『考古学雑誌』
を発刊した１巻１号の「考古學會役員」欄に評議委として、その名前が掲載されている。高橋の当時
の要職は、東京帝室博物館歴史部次長であった。高橋が亡くなった時の『考古学雑誌』19巻12号（追
悼号）に掲載された記事には、高橋は、考古学の権威者として知られ、生涯に発表した著作・論文数
は176篇であり、古墳・仏教遺物・服飾などを研究対象として、間口の広さよりも奥行きを深めるこ
とに意を常に用いて研究をしていたとし、「石器時代の研究如きは自らも「不得手だ」と云って居ら
れた位だからこれに關する論文数は少ないのも當然である」（石田1929）とある。
　176篇の著作・論文の題目一覧の中で、唯一「縄文土器」に関係しそうなのは「上古の土器及び陶器」
という論文のみであるが、その記述も
　　　「 石器時代の土器は、吾々より以前の民族の製作にかゝるものなり。古き事は記録のこれを傳
ふること少なきにも係らず。―中略―古墳より出づる焼物に二種あり。一は素焼の褐色なる
ものにて、他は鼠色のものこれなり。前者は轆轤を用ゐたるかと想はるゝものもあれども、
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　57篇の論説・報告のタイトルを見ても分かるように、神田の「縄文土器（史前器）」についての論説・
報告は、「史前器所藏之原由」『東京人類学会雑誌』４巻34号以外に見当たらない。これらの事実から
も、神田は、考古学者として石器に対して深い造詣と興味を持っていたことが考察できるが、「縄文
土器」については用語の転換を考察し発表するほどの関心を寄せていたとは考えがたい。
　以上述べてきたように、神田が、必要に応じて「縄紋土器」と「紋」を使用していたことがわかる
が、神田が、「縄紋土器」から「縄文土器」への訂正を行ったとする江坂説を受け入れることはでき
ない。神田の事蹟と東京人類学会会長という立場を考慮すると、縄目文様は字義からして「紋」では
なく「文」が正しいことに気づいたならば、『東京人類学会雑誌』に論説として投稿をしたはずである。
また、『東京人類学会雑誌』34号が発行された時には、神田は病のために熱海で療養中であり、原稿
や刊行物の推敲が困難であったのではないかとも推測できる（表１参照）。したがって、神田による
とされる「縄文土器」の使用は、偶発的な誤植によるものと推察する。
３．「縄紋」から「縄文」へ、転換の検証
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　２章で記述したように、神田が「縄紋」を「縄文」に訂正したとする江坂説の根拠を立証すること
は出来なかった。現代では大勢で「縄文」が使用されているが、「縄紋」から「縄文」への転換にいたっ
た起因および経緯はどのようなものであったのであろうか。
　転換の起因を探究するために、『東京人類学会雑誌・人類学雑誌』670冊余の検証を行った。『東京
人類学会雑誌』４巻32号、34号（1888年）に記載された「縄文」は、誤植の可能性が疑われるものの
当時の多くの会員が目にしたはずである。しかし、追随して「縄文」を使用する者はいなかった。こ
の後再び、『人類学雑誌』誌上に「縄文」が登場するのは、45巻９号（1930年）であり、使用者は木
村善吉、弘津史文、小川五郎である。しかし、この後もしばらく「縄文」は使われることがなく、こ
の号のものも誤植であった可能性が疑われる。本格的に「縄文」という用語が使用され始めたのは、『人
類学雑誌』54巻８号（1939年）からであった。ここで、酒詰仲男（1939年）、角田文衛（1939年）、稲
尾典太郎（1939年）が、「縄文土器」を使用している。
　引き続き『人類学雑誌』55巻２号、４号、９号（1940年）の雑報欄で「縄文土器」の用語が使用さ
れ、一気に「縄文」という用語の使用が拡大し始めた。雑報欄には署名がなく『人類学雑誌』の編集
者による執筆と考察するが、これを転機としたかのように、「縄紋」を上回る勢いで「縄文」の使用
が開始された。
　以上は、人類学会での現象であるが、調査の結果、『考古学雑誌』の誌上では、人類学会よりも早
く「縄文」という用語が使用されていたことが判明した。「縄文」の初出は、『考古学雑誌』９巻１号
に掲載された「新刊紹介」の原稿であり、著者の高橋は、当時考古学会の幹事であった高橋健自であ
ると推定される。
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はひとり建築家のみならず考古家の参考資料として必要なる吾人の確信するところなり」として、参
考資料としての重要性を啓蒙したと推察したからである。
　このように建築学会によるリードで「紋様」が「文様」へ転換したことに触発されて、『考古学雑誌』
誌上では「紋」にかわって「文」が多用されるようになったとみられる。
　先述の伊東（1910、1911a、1911b）の論考に続き『考古学雑誌』２巻11号では、溝口禎次郎（1912
年）が、「山形葛形獣形平文・山形葛形裁文」などで「文」を使用した。
　伊東忠太は、東京帝国大學工科大學教授工学博士、溝口禎次郎は、東京帝室博物館美術部次長の要
職にあり、この二人に牽引されるように、『考古学雑誌』誌上で「紋様」が「文様」へ、「紋」が「文」
へと用語の転換が始まった。『考古学雑誌』２巻11号の例会報告では、「鳥獣文・狩文・獅文」などが
使用され、『考古学雑誌』３巻１号の彙報では、高橋が「平文、金平脱文、鳥形華文」などを使用した。
高橋は、この彙報以前は、「紋様」と「紋」を使用していたことが確認でき、この時点から転換を自
覚したものと考察される。３章１節で述べたように、この転換から６年後の『考古学雑誌』９巻１号
（1918年）の「新刊紹介」欄で、高橋が考古学会で初出の「縄文土器」を使用した。
　以上のことから、白井に始まった「縄紋」が「縄文」に転換されたのは、1918（大正７）年９月の
ことであり、転換者は高橋健自であったと結論することができる。
3.4．『文様集成』と考古学会
　1910（明治43）年９月に、『考古学雑誌』１号を発刊して再スタートをした考古学会では、役員（評
議員）として、建築学会会員である關野　貞（東京帝国大學工科大學助教授工学博士）を迎えた。ま
た、建築学会の初の出版物となった『文様集成』編纂刊行にあたっては、今泉雄作、黒坂勝美、高橋
健自、中川忠順、溝口禎次郎、野村重治、正木直彦が、考古学会から名誉委員として参加している。
各名誉委員は要職にあり、選考基準の優先性は要職にあったと考えられるが、これら委員の嘱託は、
考古学会会員と建築学会会員との交流につながり、共同研究や共同調査を行ったことであろうとの推
測もできる。このような環境を基盤として『文様集成』が編纂刊行され、『考古学雑誌』には、（竹葉
子）による推奨記事と建築学会による広告記事が掲載された。広告記事は、見開き２頁で『文様集成』
の編纂発刊主旨が記述された。
　「文様は凡覆載間に於ける森羅萬象を美化して、之を建築其他百般の工藝に應用し、此等をして善
美の情趣を發揮せしむるの要素なり、―中略―我国に於けるものは精の精、華の華なるものなり―中
略―然るに研究と適用とに資すべき文様は正確に之を蒐集大成せし者少く、特に東洋に關するものに
於て甚しとなす―中略―本學會は之に見る所あり、新に文様蒐集の事業を起し、建築的装飾は勿論繪
畫彫刻陶瓦漆器銅器染織等百般工藝に應用せられたる文様を精選し、正確に之を模寫印刷し斯道の研
究に志ある諸君に頒ち、以て多年藝術界に於ける缺陷を補はんと欲す。」
　引続いて、名誉委員12名と委員10名の名が公表されている。名誉委員の内７名が、委員の内３名が
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多くは手づくねにして質は概して軟なり。」（高橋1913、616頁）。
という簡単なもので、高橋が、特に縄文土器に関心を持っていたとは考えがたい。高橋は、どのよう
な経緯で「縄文」という用語を用い始めたのであろうか。
3.3．「紋様」から「文様」への転換
　1910（明治43）年当時、考古学会は勿論、人類学会でも模様を表記する用語として「模様」あるい
は「紋様」という文字を使用していた。しかし、『考古学雑誌』１巻４号の誌上に、工學博士　伊東
忠太により初めて「文様」の文字が用いられた論説が掲載された（伊東1910）。ここでは、四天王紋
旗という従来の表記と混在しながらも、「から草文・曲線文」などの表記が見られる。
　伊東の論考は、引き続き『考古学雑誌』１巻５号・６号に掲載された（伊東1911a、1911b）。これ
以降、『考古学雑誌』では文様という文字が、考古学会で認知された用語であるかのような様相で使
用されるようになる（表３参照）。
　また、『考古学雑誌』１巻12号の巻末の広告掲載ページには、建築學会による『文様集成』の刊行
の広告記事が掲載され、『考古学雑誌』２巻１号「新刊紹介」欄には、「日本建築細部及文様圖集」と
して、下記の紹介文が掲載された。
　　　「 我が国建築家の藝術界に於ける活動は世の齋しく認むるところなり。彼の模様集發刊の如き
容易に遂行し得べからざる事業も、既に建築學会によりて着手せられしこと前項述ぶるが如
し。日本建築細部及文様圖集の如き我が国建築様式の沿革を徴すべき好個の資料の、建築専
門家にして輯成せらるゝに至れる固より偶然にあらざるなり。此圖集は東京帝国大學工科大
學建築學教室なる木葉會の編纂刊行にかゝり、時代を飛鳥・寧楽・平安・鎌倉・室町・桃山・
江戸の七時代に分ち、更に平安時代を延暦藤原の兩期に分ち、主として工科大學建築科及び
内部省に於て實測せしものより、撰擇し、まゝ個人の所藏をも加へ、圖版總計一百、すべて
コロタイプとなし、別に序言及び目次を添えたり。これ亦非賣品にして實費を以て頒てるも
のなり。此くの如きはひとり建築家のみならず考古家の参考資料として必要なる吾人の確信
するところなり」（竹葉子1911、42頁）。
　この「日本建築細部及文様圖集」の前項には、「文様集成第一輯」として、予定どおりに『文様集成』
が発刊されたことと内容の目録が記載されている。この二つの記事の署名は（竹葉子）となっている。
（竹葉子）について、筆者は高橋健自ではないかと推測する。その理由①として、『考古学雑誌』初期
の頃の彙報欄・紹介欄・記事欄などの執筆者署名には遊び心が投影されていて、ふき（古谷清）・ヤ
ツヰ、やつゐ（谷井濟一）などがあるが、（竹葉子）には高橋健自の姓と名の頭文字である（た、け）
が入っている。（竹葉子）は、（た、け、はし）ではないかと推察した。理由②として、高橋が、建築
学会から、『文様集成』編纂にあたり「文様の撰擇編纂刊行のことを嘱託す」として、名誉委員に選
出されていたからである。立場上、『文様集成』の発刊を考古学会会員に広く知らしめ、「此くの如き
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高橋は、この彙報以前は、「紋様」と「紋」を使用していたことが確認でき、この時点から転換を自
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ことであり、転換者は高橋健自であったと結論することができる。
3.4．『文様集成』と考古学会
　1910（明治43）年９月に、『考古学雑誌』１号を発刊して再スタートをした考古学会では、役員（評
議員）として、建築学会会員である關野　貞（東京帝国大學工科大學助教授工学博士）を迎えた。ま
た、建築学会の初の出版物となった『文様集成』編纂刊行にあたっては、今泉雄作、黒坂勝美、高橋
健自、中川忠順、溝口禎次郎、野村重治、正木直彦が、考古学会から名誉委員として参加している。
各名誉委員は要職にあり、選考基準の優先性は要職にあったと考えられるが、これら委員の嘱託は、
考古学会会員と建築学会会員との交流につながり、共同研究や共同調査を行ったことであろうとの推
測もできる。このような環境を基盤として『文様集成』が編纂刊行され、『考古学雑誌』には、（竹葉
子）による推奨記事と建築学会による広告記事が掲載された。広告記事は、見開き２頁で『文様集成』
の編纂発刊主旨が記述された。
　「文様は凡覆載間に於ける森羅萬象を美化して、之を建築其他百般の工藝に應用し、此等をして善
美の情趣を發揮せしむるの要素なり、―中略―我国に於けるものは精の精、華の華なるものなり―中
略―然るに研究と適用とに資すべき文様は正確に之を蒐集大成せし者少く、特に東洋に關するものに
於て甚しとなす―中略―本學會は之に見る所あり、新に文様蒐集の事業を起し、建築的装飾は勿論繪
畫彫刻陶瓦漆器銅器染織等百般工藝に應用せられたる文様を精選し、正確に之を模寫印刷し斯道の研
究に志ある諸君に頒ち、以て多年藝術界に於ける缺陷を補はんと欲す。」
　引続いて、名誉委員12名と委員10名の名が公表されている。名誉委員の内７名が、委員の内３名が
220
「縄紋」から「縄文」への転換の実相　　里見　絢子
多くは手づくねにして質は概して軟なり。」（高橋1913、616頁）。
という簡単なもので、高橋が、特に縄文土器に関心を持っていたとは考えがたい。高橋は、どのよう
な経緯で「縄文」という用語を用い始めたのであろうか。
3.3．「紋様」から「文様」への転換
　1910（明治43）年当時、考古学会は勿論、人類学会でも模様を表記する用語として「模様」あるい
は「紋様」という文字を使用していた。しかし、『考古学雑誌』１巻４号の誌上に、工學博士　伊東
忠太により初めて「文様」の文字が用いられた論説が掲載された（伊東1910）。ここでは、四天王紋
旗という従来の表記と混在しながらも、「から草文・曲線文」などの表記が見られる。
　伊東の論考は、引き続き『考古学雑誌』１巻５号・６号に掲載された（伊東1911a、1911b）。これ
以降、『考古学雑誌』では文様という文字が、考古学会で認知された用語であるかのような様相で使
用されるようになる（表３参照）。
　また、『考古学雑誌』１巻12号の巻末の広告掲載ページには、建築學会による『文様集成』の刊行
の広告記事が掲載され、『考古学雑誌』２巻１号「新刊紹介」欄には、「日本建築細部及文様圖集」と
して、下記の紹介文が掲載された。
　　　「 我が国建築家の藝術界に於ける活動は世の齋しく認むるところなり。彼の模様集發刊の如き
容易に遂行し得べからざる事業も、既に建築學会によりて着手せられしこと前項述ぶるが如
し。日本建築細部及文様圖集の如き我が国建築様式の沿革を徴すべき好個の資料の、建築専
門家にして輯成せらるゝに至れる固より偶然にあらざるなり。此圖集は東京帝国大學工科大
學建築學教室なる木葉會の編纂刊行にかゝり、時代を飛鳥・寧楽・平安・鎌倉・室町・桃山・
江戸の七時代に分ち、更に平安時代を延暦藤原の兩期に分ち、主として工科大學建築科及び
内部省に於て實測せしものより、撰擇し、まゝ個人の所藏をも加へ、圖版總計一百、すべて
コロタイプとなし、別に序言及び目次を添えたり。これ亦非賣品にして實費を以て頒てるも
のなり。此くの如きはひとり建築家のみならず考古家の参考資料として必要なる吾人の確信
するところなり」（竹葉子1911、42頁）。
　この「日本建築細部及文様圖集」の前項には、「文様集成第一輯」として、予定どおりに『文様集成』
が発刊されたことと内容の目録が記載されている。この二つの記事の署名は（竹葉子）となっている。
（竹葉子）について、筆者は高橋健自ではないかと推測する。その理由①として、『考古学雑誌』初期
の頃の彙報欄・紹介欄・記事欄などの執筆者署名には遊び心が投影されていて、ふき（古谷清）・ヤ
ツヰ、やつゐ（谷井濟一）などがあるが、（竹葉子）には高橋健自の姓と名の頭文字である（た、け）
が入っている。（竹葉子）は、（た、け、はし）ではないかと推察した。理由②として、高橋が、建築
学会から、『文様集成』編纂にあたり「文様の撰擇編纂刊行のことを嘱託す」として、名誉委員に選
出されていたからである。立場上、『文様集成』の発刊を考古学会会員に広く知らしめ、「此くの如き
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を使用する者が増加し、可児（2003）が述べるように漢字簡易化のなかで「縄紋」が「縄文」に転換
することを当然のこととして認めた結果であろうか。
　学界を離れた社会の動向についての検討は今後の課題であるが、参考までに『朝日新聞縮刷版』を
対象に1879年から1945年までを検索してみると、高橋による「縄文」使用開始から数年後の1923年（大
12年10月）に「縄文」が登場しており、その後1929年（昭４年12月）にも１件、以後1945（昭20年８
月）までの間に７件使われている。一方、1936年（昭11年１月、３月）には「縄紋」が用いられてお
り、新聞紙上でも表記の揺れがみられる。さらに、当時の文部省検定済み教科書を調査した結果、縄
文土器に就いての表記は、1946（昭21）年「くにのあゆみ」文部省では「土器になは目のもよう」で
あり、1951（昭26）年「中学日本史」学校図書では「繩文式土器」が使用されており、その後1954年
には「繩文」が「縄文」に変更されている。
　長谷部が、「縄文」の方がよいとした判断には、漢字の簡易化や用語の統一化といった社会的な背
景も関わっている可能性がある。
4.2．考古学会の対応
　東京人類学会の事象と比較すると、考古学会での「縄紋」から「縄文」への転換は、考古学雑誌誌
上で「紋様」が「文様」に替り、「紋」が「文」へと、文字の転換が先に起こり、徐々に拡大した流
れのなかでのことであったが、先に述べたように、高橋が、「縄文土器」という用語を『考古学雑誌』
９巻１号、10巻10号で使用した以降も、『考古学雑誌』誌上では、「縄紋」と「紋」が使用されていた。
しかし、1920年３月に考古学会幹事となった後藤守一が、『考古学雑誌』13巻４号、６号、12号（1922
年～1923年）で、「縄文式土器」「縄文土器片」を使用したことで、特に『考古学雑誌』14巻６号（1924
年）の彙報「昨年の考古学会」（後藤記）で「縄文式土器」が使用された以降、「縄文」と「文」の使
用が、そして「紋様」から転換した「文様」の使用が徐々に増加し、『考古学雑誌』15巻１号（1925年）
からは、「縄文」と「文」を使用する者が、「縄紋」と「紋」を使用する者を上回ったとも言える状況
が出現した。後藤も、『考古学雑誌』12巻12号（1922年）以前は、「縄紋」と「紋」を使用していた。
　『考古学雑誌』誌上での「縄文」は、高橋による意図的な転換があり、その方針を愛弟子の後藤が
引継いだ様相を呈し、『考古学雑誌』19巻12号には「學者死してその後継者なきはいとも悲しむべき
事であるが、高橋博士には、先生の正統を継がるべき後藤守一氏があり」と津田敬武が述べているよ
うに、後藤の「縄文」への転換は、高橋の遺志を継いでの「縄文」の使用と見るべきであろうか（津
田1929、802頁）。
4.3．江坂輝弥による転換説の再検討
　人類学会会員でもあり考古学会会員でもあった江坂は、1938年に発刊された雑誌『貝塚』の主宰者
の一人でもある。『貝塚』へ毎月投稿をし、１号から18号までは「縄紋」を使用していたが、19号へ
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考古学会会員であり、『考古学雑誌』へ度々の投稿をおこなっていて、『文様集成』での用語転換が考
古学会へ与えた影響が大きかったことを窺わせる。
　『文様集成』の目録を見ると、国宝・平家納経の表紙写真には「唐草」となっているが、目録では「唐
草文様」、小袖の模様「菊花紋様」は「菊花文様」と用語が転換されていて、建築学会の造語とも言
えるような「文様」と、「紋」を「文」へという用語への拘りが見て取れる。
４．「縄紋」から「縄文」へ―用語転換期の東京人類学会と考古学会の対応―
4.1．東京人類学会の対応
　時の経過とともに「縄紋」に替わって「縄文」が、大勢を占めるようになると、人類学会がその状
況を憂えて、「人類學、先史學に於ける用語に關する座談會」を開催した。この開催予告が、『人類学
雑誌』55巻１号（1940年）の表紙の下に、小さな文字で「２月例会予告」として掲載された。開催期
日は、1940（昭15）年２月17日、開催場所は、本郷区帝大赤門前　アトリエとなっている。
　しかし、この座談会の報告書は『人類学雑誌』の誌上には掲載されていない。どのような理由で報
告書が掲載されなかったかは判断不能であるが、『貝塚』18号（1940年）には、（「人類學、先史學に
於ける用語に關する座談會」に出席して）として、Ｓ・Ｊ氏による投稿文が掲載された。
　　　「 東京人類學會主催の表記談話會に出席して感じた事を一言さして貰ひます。―中略―開會劈
頭長谷部先生は人類學・先史學・土俗學・考古學の内容に關して「貝塚」誌上にも掲載され
た様な、先生の日頃抱懐していらっしゃる、定義の様な事を話されました。次に繩文土器か
繩紋式土器か、或は彌生土器か、彌生式土器か、―中略―と云ふ様な事が議論されました。
繩文は比較的多く使はれてゐるが字としては紋が正しいと云はれ、―後略―」（Ｓ・Ｊ1940）。
　長谷部先生は、当時、東京人類学会会長であった長谷部言人で間違いないと考察する。長谷部は、『人
類学雑誌』42巻１号（1927年）では、「縄紋土器」を使用している。その後、長谷部（1948年）は、『日
本考古學』へ「繩文と結縛崇拝」を投稿し「縄紋」と「縄文」について次のように述べている。
　　　「 其後人類學會報告第四號（一八八八）に白井光太郎が中里貝塚の報告中に繩紋土器の名稱を
用いたのが、繩紋という語の行はれるようになつた初めらしい。―中略―東京人類学會雑誌
第三十二號（第四巻第一號、一八八八）から繩紋と繩文を二様の書き方が用いられ出した。
紋は結び目に象った圖様を指表、文は繩が種々の方向に足る様を云うに適するから、私は繩
文の方がよいと思ってゐる。」（長谷部1975）。
　「東京人類学會雑誌第三十二號（第四巻第一號、一八八八）から繩紋と繩文を二様の書き方が用い
られ出した」と、神田以前に「縄文」という用語が存在したことを認めているが、それ以降、「繩紋
と繩文を二様の書き方が用いられ出した」とする説は、著者による調査結果からは成立し難い。1940
年に開催された「人類學、先史學に於ける用語に關する座談會」から８年、「縄紋」を正しいとして
いた長谷部が、「縄文」の方がよいと判断を変更している。東京人類学会でも考古学会でも、「縄文」
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を使用する者が増加し、可児（2003）が述べるように漢字簡易化のなかで「縄紋」が「縄文」に転換
することを当然のこととして認めた結果であろうか。
　学界を離れた社会の動向についての検討は今後の課題であるが、参考までに『朝日新聞縮刷版』を
対象に1879年から1945年までを検索してみると、高橋による「縄文」使用開始から数年後の1923年（大
12年10月）に「縄文」が登場しており、その後1929年（昭４年12月）にも１件、以後1945（昭20年８
月）までの間に７件使われている。一方、1936年（昭11年１月、３月）には「縄紋」が用いられてお
り、新聞紙上でも表記の揺れがみられる。さらに、当時の文部省検定済み教科書を調査した結果、縄
文土器に就いての表記は、1946（昭21）年「くにのあゆみ」文部省では「土器になは目のもよう」で
あり、1951（昭26）年「中学日本史」学校図書では「繩文式土器」が使用されており、その後1954年
には「繩文」が「縄文」に変更されている。
　長谷部が、「縄文」の方がよいとした判断には、漢字の簡易化や用語の統一化といった社会的な背
景も関わっている可能性がある。
4.2．考古学会の対応
　東京人類学会の事象と比較すると、考古学会での「縄紋」から「縄文」への転換は、考古学雑誌誌
上で「紋様」が「文様」に替り、「紋」が「文」へと、文字の転換が先に起こり、徐々に拡大した流
れのなかでのことであったが、先に述べたように、高橋が、「縄文土器」という用語を『考古学雑誌』
９巻１号、10巻10号で使用した以降も、『考古学雑誌』誌上では、「縄紋」と「紋」が使用されていた。
しかし、1920年３月に考古学会幹事となった後藤守一が、『考古学雑誌』13巻４号、６号、12号（1922
年～1923年）で、「縄文式土器」「縄文土器片」を使用したことで、特に『考古学雑誌』14巻６号（1924
年）の彙報「昨年の考古学会」（後藤記）で「縄文式土器」が使用された以降、「縄文」と「文」の使
用が、そして「紋様」から転換した「文様」の使用が徐々に増加し、『考古学雑誌』15巻１号（1925年）
からは、「縄文」と「文」を使用する者が、「縄紋」と「紋」を使用する者を上回ったとも言える状況
が出現した。後藤も、『考古学雑誌』12巻12号（1922年）以前は、「縄紋」と「紋」を使用していた。
　『考古学雑誌』誌上での「縄文」は、高橋による意図的な転換があり、その方針を愛弟子の後藤が
引継いだ様相を呈し、『考古学雑誌』19巻12号には「學者死してその後継者なきはいとも悲しむべき
事であるが、高橋博士には、先生の正統を継がるべき後藤守一氏があり」と津田敬武が述べているよ
うに、後藤の「縄文」への転換は、高橋の遺志を継いでの「縄文」の使用と見るべきであろうか（津
田1929、802頁）。
4.3．江坂輝弥による転換説の再検討
　人類学会会員でもあり考古学会会員でもあった江坂は、1938年に発刊された雑誌『貝塚』の主宰者
の一人でもある。『貝塚』へ毎月投稿をし、１号から18号までは「縄紋」を使用していたが、19号へ
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考古学会会員であり、『考古学雑誌』へ度々の投稿をおこなっていて、『文様集成』での用語転換が考
古学会へ与えた影響が大きかったことを窺わせる。
　『文様集成』の目録を見ると、国宝・平家納経の表紙写真には「唐草」となっているが、目録では「唐
草文様」、小袖の模様「菊花紋様」は「菊花文様」と用語が転換されていて、建築学会の造語とも言
えるような「文様」と、「紋」を「文」へという用語への拘りが見て取れる。
４．「縄紋」から「縄文」へ―用語転換期の東京人類学会と考古学会の対応―
4.1．東京人類学会の対応
　時の経過とともに「縄紋」に替わって「縄文」が、大勢を占めるようになると、人類学会がその状
況を憂えて、「人類學、先史學に於ける用語に關する座談會」を開催した。この開催予告が、『人類学
雑誌』55巻１号（1940年）の表紙の下に、小さな文字で「２月例会予告」として掲載された。開催期
日は、1940（昭15）年２月17日、開催場所は、本郷区帝大赤門前　アトリエとなっている。
　しかし、この座談会の報告書は『人類学雑誌』の誌上には掲載されていない。どのような理由で報
告書が掲載されなかったかは判断不能であるが、『貝塚』18号（1940年）には、（「人類學、先史學に
於ける用語に關する座談會」に出席して）として、Ｓ・Ｊ氏による投稿文が掲載された。
　　　「 東京人類學會主催の表記談話會に出席して感じた事を一言さして貰ひます。―中略―開會劈
頭長谷部先生は人類學・先史學・土俗學・考古學の内容に關して「貝塚」誌上にも掲載され
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繩文は比較的多く使はれてゐるが字としては紋が正しいと云はれ、―後略―」（Ｓ・Ｊ1940）。
　長谷部先生は、当時、東京人類学会会長であった長谷部言人で間違いないと考察する。長谷部は、『人
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用いたのが、繩紋という語の行はれるようになつた初めらしい。―中略―東京人類学會雑誌
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紋は結び目に象った圖様を指表、文は繩が種々の方向に足る様を云うに適するから、私は繩
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　「東京人類学會雑誌第三十二號（第四巻第一號、一八八八）から繩紋と繩文を二様の書き方が用い
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いた長谷部が、「縄文」の方がよいと判断を変更している。東京人類学会でも考古学会でも、「縄文」
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おわりに
　現在でも、数の上では少数となっているが「縄紋」を使用する考古学者が存在することを疑問とし
て「縄紋」から「縄文」への転換の実相の調査を行った結果、『国史大辭典』の江坂の説については、
神田が論理的な説明を行うことなく「縄紋」を「縄文」に転換させてしまうようなことは、神田の履
歴や『東京人類学会雑誌』に投稿された論説からも考えにくく、首肯し難い。1888年に一時的に「縄
文」が誌面に登場したが、それは本論の分析から偶発的な誤植であった可能性が極めて高い。それは、
「縄文」がその後約50年余にわたり、東京人類学会会員により使用されていないことからも強く示唆
される。
　『東京人類学会雑誌』誌上で使用された「縄文」については、江坂が『東京人類学会雑誌』４巻34
号誌上のこととしているが、長谷部は『東京人類学会雑誌』４巻32号であることを確認していた。両
者とも、『東京人類学会雑誌』７巻71号で神田が「縄紋」を使用していることには調査がおよばなかっ
たようである。神田の事蹟についての研究者は現在でも非常に少なく、神田の学術的な業績などが斟
酌されることなく、また文献資料などの詳細な調査が行われないままに通説化されたものと考察した。
　比較調査の対象を『考古学雑誌』とし調査をした結果、考古学会での「縄紋」から「縄文」への転
換には、建築学会との関係が重要な役割を果たした可能性が高いことを示した。しかし、その背景に
は、分野を超えた社会的背景として漢字の使用法が変化をしていたことを無視することはできない。
　建築学会が発刊した『文様集成』に於いて、「紋様」を「文様」へ「紋」を「文」へと文字の転換
が推進された一連の流れのなかでは、山内や佐原が憂えたような字義の問題は特に考慮された形跡は
ない。建築学会での「紋様」から「文様」へ、「紋」からの「文」への転換については、『文様集成』
発刊の主旨にも書かれているように、世界の百般の工藝を見据えてのことであろうが、その詳細につ
いては稿を改めて検討したい。そして、「唐草紋」が「唐草文」に「菊花紋」が「菊花文」に転換さ
れたのと同じように、「縄紋」も字義についての特別な検討は伴わず「縄文」へ転換されたと考える。
すなわち、考古学会に於ける「縄文」は高橋が初出であるが、佐原が述べるような論理があっての用
語の転換ではなかったことが判明した。また、東京人類学会での本格的な「縄文」の使用は、高橋の
「縄文」から、約20年後のことであり、考古学会で「縄文」を使用する者が増加して行く流れを背景
として用語の転換が始まったと考えられる。
　「縄文」の使用は、現在では数のうえで「縄紋」を大きく上回るが、以上の分析を踏まえて筆者の
見解を述べるとすれば、「縄紋」から「縄文」への転換は、字義の正しさの検討に基づいて進められ
たものではない。佐原が主張したように、漢字の解釈からも困難を期すことがあるとともに、山内が
主張したように学史的な問題も存在することから、「縄紋」から「縄文」への転換経緯の実相を踏ま
えたうえで、あらためて適切な表記方法についての検討がなされることが望ましいと結論づけたい。
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の投稿をしなかったことを境界としたように、20号（1940年）からは「縄文」の使用に転換している。
転換の理由は不明であるが、『考古学ジャーナル』100号（1974年）「縄文時代」に、「学史展望」（縄
文土器の用語の発展と変化）として、神田が「縄紋」を「縄文」に訂正したとしたうえで、各時代各
研究者の使用した用語を年代順に羅列している。モースに始まり延べ19人（重複を除く）の氏名と使
用された土器名の一覧表がある。『東京人類学会雑誌』への投稿記事をベースにしての一覧であり、
矢田部の「索紋土器」、坪井の「貝塚土器」、白井の「縄紋土器」、神田の「縄文土器」、高橋の「アイ
ヌ式土器」などが羅列され、浜田耕作『通論考古学』（1922年）の「縄紋式土器」と後藤守一『日本
考古学』（1927年）の「縄文式土器」の２件については、出典が別記されている。筆者は、江坂の一
覧をベースにして『東京人類学会雑誌』の調査を行ったが、坪井、三宅米吉、鳥居龍藏など多くの会
員が「縄紋土器」を使用していたことは記載されず、また、江坂の一覧に記載された浜田の「縄文」（1920
年）は『東京人類学会雑誌』には存在せず、『通論考古学』では「縄紋土器」（p62）、「縄紋式土器」（p145）
が使用されていることを確認した。しかし、江坂は一覧表に続けて下記の記述をしている。
　　　「 以上記したごとく、めまぐるしい変化が見られるが、なかでも京都帝国大学文学部考古学教
室主任である浜田耕作は世界的に広い識見をもつ大学者であり、日本の一縄文土器文化ごと
きに対してはあまりにも軽く考えられたのであろうか、表に見られるように各報告書に既刊
文献に出たあらゆる用語を無統一に使用し、混成語も作り従来「縄文土器」であり「縄文文化」
であった用語に、何気なく「縄紋式土器」の用語を使ってしまった。これが研究書としては
不朽の名著といわれる『通論考古学』に記載されたため、今日「縄紋式土器」の用語が定着
してしまったわけである。
　　　　 　その後、東京高等師範出身の後藤守一は神田の記したごとく、「紋」は「文」とすべきであ
るとし、名著『日本考古学』には「縄文式土器」としたが、うかつにも命名の経過の考証ま
でしなかったためか、「式」を取り除くことは忘れてしまった。これが今日までの縄文土器の
用語の変遷史である」（江坂1974）。
　「従来「縄文土器」であり「縄文文化」であった用語」とする江坂であるが、江坂自身は、『人類学
雑誌』54巻７号（1939年）では「縄紋式土器」を使用、『人類学雑誌』59巻１号（1944年）では、「縄
文式文化」を使用している。
　考古学会の会員による、「縄文式土器」の使用頻度が増加したのは1922年からであり、一方の人類
学会で「縄文土器」の使用頻度が増加したのは1939年からであった。この間の約17年間は、東京人類
学会では「縄紋」が使用され、考古学会では「縄文」が使用されていたことを確認することができた
が、両学会の在り様についての説明や発言を発見することはできなかった。
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「縄文」がその後約50年余にわたり、東京人類学会会員により使用されていないことからも強く示唆
される。
　『東京人類学会雑誌』誌上で使用された「縄文」については、江坂が『東京人類学会雑誌』４巻34
号誌上のこととしているが、長谷部は『東京人類学会雑誌』４巻32号であることを確認していた。両
者とも、『東京人類学会雑誌』７巻71号で神田が「縄紋」を使用していることには調査がおよばなかっ
たようである。神田の事蹟についての研究者は現在でも非常に少なく、神田の学術的な業績などが斟
酌されることなく、また文献資料などの詳細な調査が行われないままに通説化されたものと考察した。
　比較調査の対象を『考古学雑誌』とし調査をした結果、考古学会での「縄紋」から「縄文」への転
換には、建築学会との関係が重要な役割を果たした可能性が高いことを示した。しかし、その背景に
は、分野を超えた社会的背景として漢字の使用法が変化をしていたことを無視することはできない。
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発刊の主旨にも書かれているように、世界の百般の工藝を見据えてのことであろうが、その詳細につ
いては稿を改めて検討したい。そして、「唐草紋」が「唐草文」に「菊花紋」が「菊花文」に転換さ
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であった用語に、何気なく「縄紋式土器」の用語を使ってしまった。これが研究書としては
不朽の名著といわれる『通論考古学』に記載されたため、今日「縄紋式土器」の用語が定着
してしまったわけである。
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るとし、名著『日本考古学』には「縄文式土器」としたが、うかつにも命名の経過の考証ま
でしなかったためか、「式」を取り除くことは忘れてしまった。これが今日までの縄文土器の
用語の変遷史である」（江坂1974）。
　「従来「縄文土器」であり「縄文文化」であった用語」とする江坂であるが、江坂自身は、『人類学
雑誌』54巻７号（1939年）では「縄紋式土器」を使用、『人類学雑誌』59巻１号（1944年）では、「縄
文式文化」を使用している。
　考古学会の会員による、「縄文式土器」の使用頻度が増加したのは1922年からであり、一方の人類
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が、両学会の在り様についての説明や発言を発見することはできなかった。
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年　　　　月 履　歴　と　関　連　事　項
1830（天保元）年９月 美濃国不破郡岩手村に生まれる
1847（弘化４）年 牧善輔に漢籍を学ぶ
1850（嘉永３）年 塩谷宕蔭・安積艮斎に漢籍を学ぶ（江戸に於いて）
1852（嘉永５）年１月 甲州徽典館へ永井尚志学頭に随従　数学に興味を惹かれる
1853（嘉永６）年７月 杉田成卿に蘭書を学ぶ　漢学を捨てた
1854（安政元）年５月 伊東玄朴に蘭書を学ぶ　蘭学と数学に関心を深めた
　　　　　　　　12月 長崎に行き、福澤諭吉と会う
1855（安政２）年
佐倉藩蘭学者手塚律藏の私塾・又新堂で蘭書を学ぶ
1855年～1859年の４年間又新堂に寄寓
1861（文久元）年 『和蘭美政録』（クリステメィエル著）を訳出　推理小説の移入
　　　　　　　　12月 『農商辧』を書く
1862（文久２）年 蕃所調所教授方出役（数学担当）となる
1866（慶応２）年 開成所教授職並となる
1867（慶応３）年 『經濟小學』訳書を出版　『Outlines of Social Economy』の重訳
1868（明治元）年３月 開成所頭取となる
　　　　　　　　６月 開成所御用掛となる
　　　　　　　　９月 京都の新政府に出仕し、一等書記官、微士、議事取調御用掛となる
　　　　　　　　11月 江戸に帰り、学校取調兼勤となる
　　　　　　　　12月 『和蘭政典』を刊行
1869（明治２）年１月 会計官権判事となる
　　　　　　　　５月 公議所副議長　制度取調御用掛となる
　　　　　　　　７月 集議院下局次官となる
　　　　　　　　８月 集議院判官となる
表１　神田孝平の履歴一覧
Ｓ．Ｊ　　　1940「 人類学・先史学に於ける用語に関する座談会に出席して」『貝塚』18号、86頁、
山岡書店
Morse, Edward Sylvester 1879 Shell mounds of Omori. University of Tokyo, Japan.
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年　　　　月 履　歴　と　関　連　事　項
1830（天保元）年９月 美濃国不破郡岩手村に生まれる
1847（弘化４）年 牧善輔に漢籍を学ぶ
1850（嘉永３）年 塩谷宕蔭・安積艮斎に漢籍を学ぶ（江戸に於いて）
1852（嘉永５）年１月 甲州徽典館へ永井尚志学頭に随従　数学に興味を惹かれる
1853（嘉永６）年７月 杉田成卿に蘭書を学ぶ　漢学を捨てた
1854（安政元）年５月 伊東玄朴に蘭書を学ぶ　蘭学と数学に関心を深めた
　　　　　　　　12月 長崎に行き、福澤諭吉と会う
1855（安政２）年
佐倉藩蘭学者手塚律藏の私塾・又新堂で蘭書を学ぶ
1855年～1859年の４年間又新堂に寄寓
1861（文久元）年 『和蘭美政録』（クリステメィエル著）を訳出　推理小説の移入
　　　　　　　　12月 『農商辧』を書く
1862（文久２）年 蕃所調所教授方出役（数学担当）となる
1866（慶応２）年 開成所教授職並となる
1867（慶応３）年 『經濟小學』訳書を出版　『Outlines of Social Economy』の重訳
1868（明治元）年３月 開成所頭取となる
　　　　　　　　６月 開成所御用掛となる
　　　　　　　　９月 京都の新政府に出仕し、一等書記官、微士、議事取調御用掛となる
　　　　　　　　11月 江戸に帰り、学校取調兼勤となる
　　　　　　　　12月 『和蘭政典』を刊行
1869（明治２）年１月 会計官権判事となる
　　　　　　　　５月 公議所副議長　制度取調御用掛となる
　　　　　　　　７月 集議院下局次官となる
　　　　　　　　８月 集議院判官となる
表１　神田孝平の履歴一覧
Ｓ．Ｊ　　　1940「 人類学・先史学に於ける用語に関する座談会に出席して」『貝塚』18号、86頁、
山岡書店
Morse, Edward Sylvester 1879 Shell mounds of Omori. University of Tokyo, Japan.
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番号 論　　文　　名 巻・号 雑誌発行月
１ 古銅釼の記（古銅剣の記） １巻３号 明治19年４月
２ 第四版圖解（支那の古風） １巻４号 明治19年５月
３ 婚姻風俗集（三編） １巻４号 明治19年５月
４ 第六版圖解（枕石） １巻８号 明治19年10月
５ 第七版圖解（土器彙報三件） ２巻９号 明治19年11月
６ 高鍋此木大明神ハ朝鮮人ヲ祭リシモノナリ ２巻９号 明治19年11月
７ 石器彙報 ２巻10号 明治19年12月
８ 第八版圖解（朝鮮ニテ掘出セル土器） ２巻10号 明治19年12月
９ 奥羽巡回報告 ２巻11号 明治20年１月
10 埴輪ノ事（第９版） ２巻11号 明治20年１月
11 岩木山神社石櫃ノ記 ２巻12号 明治20年２月
12 古鈴圖解（古鈴） ２巻12号 明治20年２月
13 銅鐸圖解、石版圖入（第十一版圖解） ２巻13号 明治20年３月
14 内耳鍋ノ話、圖入 ２巻14号 明治20年４月
15 第十二版圖解 ２巻14号 明治20年４月
16 第十三版圖解 ２巻15号 明治20年５月
17 曲玉圖解　（陸奥瓶岡ノ曲玉） ２巻16号 明治20年６月
18 陸奥瓶岡ニテ曲玉ヲ発見ス ２巻16号 明治20年６月
19 銅鏃ノ事、圖入 ２巻17号 明治20年７月
20 古土器圖解（古土器第十五版圖解） ２巻17号 明治20年７月
21 柏原學而氏所藏銅鐸ノ来歴 ２巻17号 明治20年７月
22 古史中銅鐸ノ事 ２巻19号 明治20年９月
23
津輕ノ好古家藤田氏ヨリ送ラレタル古物ノ記
（津輕地方の古物）
２巻19号 明治20年９月
24 銅釼ノ鋳形 ２巻19号 明治20年９月
25 石ノ下駄、圖版附（石履（屐ノ誤リ）ノ話） ３巻20号 明治20年10月
26 飛騨國古墳上段ノ下ニ石槨ノアリシ話（飛騨古墳） ３巻20号 明治20年10月
27 土中出顕實見記（経巻実見記） ３巻20号 明治20年10月
28 河内国千塚ヨリ出テクル陶枕（河内陶枕） ３巻22号 明治20年12月
29 瓶ヶ岡土偶圖解（瓶岡土偶） ３巻22号 明治20年12月
表２　神田孝平の論説・報告一覧　―『人類学会報告』『東京人類学会雑誌』―
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年　　　　月 履　歴　と　関　連　事　項
1869（明治２）年 「田地租税」の建議書を公議所に提出「税法改革の議」を提案　
1870（明治３）年３月 『性法略』を訳出出版
　　　　　　　年10月 大學大丞を兼ねる
1871（明治４）年２月 大學をやめ、外務省に出仕
『星学図説』を訳出出版　『尚古図録』に土偶頭部の写生図挿入
　　　　　　　　11月 兵庫縣令となる　1876（明治９）年９月まで
1872（明治５）年３月 オランダの司法・行政・法制の訳本刊行
1875（明治８）年 第一回地方官会議が招集され、幹事長に選出される
1876（明治９）年 元老院議員となる
1877（明治10）年２月 文部小輔となる　1880（明治13）年３月まで　
　　　　　　　　10月 モース大森貝塚を発掘　出土品を明治天皇の天覧に供する
1879（明治12）年７月 『経世餘論』著作出版　
1880（明治13）年２月 元老院議官となる
1884（明治17）年10月 高等法院陪席裁判官となる
『Notes on Ancient Stone Implement of Japan』 
我が国最初の英文による考古図譜を刊行
1885（明治18）年12月 東京人類學会会員となる
1886（明治19）年２月
東京人類學会機関紙『人類學会報告』創刊
出版人として名目上の責任者になる
　　　　　　　　４月
『Notes on Ancient Stone Implement of Japan』の邦文版 
『日本大古石器考』を刊行
1887（明治20）年７月 東京人類學会会長に就任
1888（明治21）年 病を熱海に養う
1890（明治23）年 貴族院勅選議員、錦鶏間祇候となる
1891（明治24）年 貴族院議員を願いに依り免ぜらる
1893（明治26）年９月 病重く、東京人類學会会長を辞任
1898（明治31）年 男爵となり華族に列せらる
　　　　　　　　７月 死去　谷中天王寺に葬る
註： この履歴表は、奥田春樹による一覧表（奥田1995，184頁）に、関連事項を奥田（2001）、尾崎（1998）、
小松（1990）、角田（1984、1987a、1987b、1987c）に基づいて加筆したものである。
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1877（明治10）年２月 文部小輔となる　1880（明治13）年３月まで　
　　　　　　　　10月 モース大森貝塚を発掘　出土品を明治天皇の天覧に供する
1879（明治12）年７月 『経世餘論』著作出版　
1880（明治13）年２月 元老院議官となる
1884（明治17）年10月 高等法院陪席裁判官となる
『Notes on Ancient Stone Implement of Japan』 
我が国最初の英文による考古図譜を刊行
1885（明治18）年12月 東京人類學会会員となる
1886（明治19）年２月
東京人類學会機関紙『人類學会報告』創刊
出版人として名目上の責任者になる
　　　　　　　　４月
『Notes on Ancient Stone Implement of Japan』の邦文版 
『日本大古石器考』を刊行
1887（明治20）年７月 東京人類學会会長に就任
1888（明治21）年 病を熱海に養う
1890（明治23）年 貴族院勅選議員、錦鶏間祇候となる
1891（明治24）年 貴族院議員を願いに依り免ぜらる
1893（明治26）年９月 病重く、東京人類學会会長を辞任
1898（明治31）年 男爵となり華族に列せらる
　　　　　　　　７月 死去　谷中天王寺に葬る
註： この履歴表は、奥田春樹による一覧表（奥田1995，184頁）に、関連事項を奥田（2001）、尾崎（1998）、
小松（1990）、角田（1984、1987a、1987b、1987c）に基づいて加筆したものである。
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年　　月 縄紋 縄文 その他 人類学雑誌巻号 考古学雑誌巻号 文字使用者
1886.４ ○ 人類学会報告３号 白井光太郎
1888.10 ○ ○ ４巻　32号 東京人類学会
1888.12 ○ ４巻　34号 神田　孝平
1889.３ ○ ４巻　37号 羽柴　雄輔
1890.４ ○ ５巻　49号 坪井正五郎
1892.２ ○ ７巻　71号 神田　孝平
1892.５ ○ ７巻　74号 三宅　米吉
1893.11 ○ ９巻　92号 鳥居　龍藏
1898.７ ○ 13巻148号 濱田　耕作
1904.10 ○ 20巻223号 山中　　笑
1907.１ 有紋・無文 23巻　４号 鳥居　龍藏
1909.７ 無紋 24巻　10号 坪井正五郎
1909.８ 紋様 24巻　11号 鳥居　龍藏
1910.９ 紋様 １巻１号 高橋　健自
1910.12 文様・曲線文 １巻４号 伊東　忠太
1911.１ 飛鳥紋・文様 １巻５号 伊東　忠太
1911.２ 波紋・花紋 １巻５号 高橋　健自
1911.４ 紋様 27巻　１号 坪井正五郎
1912.７ 平文・裁文 ２巻11号 溝口禎次郎
1912.７ 鳥獣文・狩文 ２巻11号 考 古 学 会
1912.９ 平文・脱文 ３巻１号 高橋　健自
1912.11 鴛鴦文・鋸歯文 ３巻３号 高橋　健自
1913.２ 紋様・菊華紋 ３巻５号 伊東　忠太
1913.５ 文様・珠文 ３巻８号 丸山太一郎
1913.５ 文様 ３巻８号 考 古 学 会
1913.10 文様 ４巻１号 考 古 学 会
1917.10 文様・陽文様 ８巻２号 住田　正一
1917.10 水波文・帯状文 ８巻２号 考 古 学 会
1918.８ ○ 33巻　８号 濱田　耕作
1918.９ ○ ９巻１号 高橋　健自
表３　人類学会雑誌と考古学会雑誌における「縄紋」から「縄文」への転換
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「縄紋」から「縄文」への転換の実相　　里見　絢子
番号 論　　文　　名 巻・号 雑誌発行月
30 秋田縣下ノ古器物ニ付キテ蓑虫老人ヨリノ書簡 ３巻23号 明治21年１月
31 銅鉾ニ關セル江藤氏ノ報告（銅剣鋳形） ３巻24号 明治21年２月
32 第二十二版圖解（飛騨国ノ石槌） ３巻24号 明治21年２月
33 銅鐸出處考（銅鉄出所考） ３巻25号 明治21年３月
34 第二十三版圖解（飛騨石冠） ３巻25号 明治21年３月
35 曲玉ノ有無如何 ３巻26号 明治21年４月
36 第二十四版圖解（陸奥石皿） ３巻26号 明治21年４月
37 第二十六版圖解（石合圖） ３巻29号 明治21年７月
38 御物大石器ニ似タル石器（石版圖付） ４巻32号 明治21年10月
39 飛騨ノ石器（圖入）三件 ４巻33号 明治21年11月
40 古鈴圖解 ４巻33号 明治21年11月
41 史前器所藏之原由 ４巻34号 明治21年12月
42 第二十七版圖解（飛騨の石器） ４巻41号 明治22年７月
43 第二十八版圖解（香炉形土器） ４巻42号 明治22年８月
44 第二十九版圖解（十字形宝石） ５巻46号 明治22年12月
45 飛騨国各種石冠畧圖説明 ５巻52号 明治23年７月
46 第三十版圖解 ５巻52号 明治23年７月
47 第三十一版圖解（石版圖入）（鬼面鈴） ６巻55号 明治23年10月
48 古物圖解（圖入）（信濃の貝器） ６巻58号 明治24年１月
49 津輕花巻村発見大甕續報並圖 ６巻60号 明治24年３月
50 腹部ニ小孔アル土器ニ就テ ６巻60号 明治24年３月
51 第三十二版圖解（三頭雷斧） ６巻63号 明治24年６月
52 六頭雷斧ノ答（坪井君の問に答ふ） ７巻67号 明治24年10月
53 石槌ノ小ナルモノ ７巻71号 明治25年２月
54 第三十三版ノ圖解（石器の奇品） ７巻77号 明治25年８月
55 越後の石棒 ８巻89号 明治26年８月
56 土偶及土版（淡涯） 12巻133号 明治30年４月
57 圖版考説銅釼（死後柴田常恵により投稿　筆者記） 18巻207号 明治36年６月
註： 論文名に続く（　）は、『復刻日本考古学文献集成』の斎藤忠による追記（57を除く）
　　斎藤の一覧表に、筆者が追記した論文の番号は、ゴシックで表記した。
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　ヘーゲルは、交互作用Wechselwirkungという概念を、『論理学』本質論第３編現実性において論
じた。それは或るものが他のものと相互に作用しあうという関係である。それは、われわれの大まか
な理解では相互的な因果性である。実際ヘーゲルも交互作用を論じる前に因果性を論じている。第３
編現実性は、絶対的なもの、その属性と様態（第１章）にはじまり、可能性、現実性、必然性といっ
た様相のカテゴリーの考察（第２章）を経て、実体性の相関（実体と偶有性との相関）、因果性の相関、
交互作用を論じる絶対的相関（第３章）で締めくくられる。そして彼の交互作用の議論はたしかに内
容的にも因果性の相関を引き継いで行われている。
　しかしながらヘーゲルは、交互作用と因果性とのあいだに重要な区別を指摘する。それは因果性で
は機械的な関係が成り立っていたが、交互作用では機械的な関係が揚棄されていると言うのである1。
さらに彼によれば、交互作用は「概念
4 4
、すなわち主観性
4 4 4
または自由
4 4
の国」2へと橋渡しをする。つまり
交互作用は、因果関係に出自をもちながら機械的関係を超えて、概念や自由に接近するという役割が
課せられているのである。その役割は、事象の観点からのみならず、また論理学の体系構成の観点か
らも重要であることは疑いえない。
　第一に、交互作用が論理学内部において体系構成上どのような位置をしめるのか。この点について、
ヘーゲルは大局的な観点から「存在
4 4
と本質
4 4
とを考察する客観的論理学
4 4 4 4 4 4
は、本来〔主観的論理学におけ
る〕概念の発生的解明
4 4 4 4 4 4 4 4
をなしている」 3と言う。存在と本質との統一として概念が成立するのであり、
概念はある意味で存在と本質の領域を前提する。さらに彼は、本質論における絶対的相関と概念論に
おける概念との連関を説明して「因果性と交互作用を通じての実体
4 4
の弁証法的運動
4 4 4 4 4 4
は、それを通じて
概念の生成
4 4
が叙述される概念
4 4
の直接的発生
4 4
である」4と言う。つまり因果性と交互作用は、概念の直接
の成立根拠を解明すると言うのである。しかし、因果性と交互作用は概念の構造をどのような意味で
明らかにするというのであろうか。因果性と交互作用は存在する世界に適用されるカテゴリーである
のに対し、概念はさしあたり主観性に属すのであるから、両者のつながりを見通すことは容易ではな
1　GW11.407.
2　GW11.409.
3　GW12.11.
4　 GW12.11. 本稿では立ち入ることができないが、イェーナ期『論理学・形而上学・自然哲学』においても、A.存
在の相関（本質論の絶対的相関に相当する）の交互作用からB.思惟の相関（概念論の主観性に相当する）へと
論述が進行する。Vgl. GW7. 75-76.
ヘーゲル『論理学』本質論における「交互作用」の射程（上）
竹　島　尚　仁
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年　　月 縄紋 縄文 その他 人類学雑誌巻号 考古学雑誌巻号 文字使用者
1919.１ 〇 34巻１号 長谷部言人
1920.１ 唐草文・唐草紋 10巻５号 後藤　守一
1920.６ 〇 10巻10号 高橋　健自
1920.11 〇 11巻３号 後藤　守一
1921.８ 〇 36巻８号 濱田　耕作
1922.12 〇 13巻４号 後藤　守一
1923.２ 〇 13巻６号 後藤　守一
1923.７ 〇 13巻11号 後藤　守一
1923.８ 〇 13巻12号 後藤　守一
1924.３ 〇 14巻６号 考 古 学 会
1924.８ 〇 平行文・波状文 14巻11号 谷川　磐雄
1925.11 〇 無文・波文 15巻11号 直良　信夫
1926.11 〇 16巻12号 杉山壽榮男
1927.１ 〇 42巻１号 長谷部言人
1927.３ 〇 17巻３号 後藤　守一
1930.９ 〇 45巻９号 木村/弘津/小川
1937.１ 〇 52巻１号 八幡　一郎
1939.６ 〇 29巻６号 江坂　輝弥
1939.７ 〇 54巻７号 江坂　輝弥
1939.８ 〇 無文 54巻８号 酒詰　仲男
1939.９ 〇 文様 54巻９号 角田　文衛
1939.12 〇 54巻12号 稲尾典太郎
1940.２ 〇 55巻２号・４号 人 類 学 会
1941.９ 〇 56巻９号 八幡　一郎
1942.10 〇 57巻10号 林　　魁一
1944.６ 〇 59巻１号 江坂　輝弥
1949.４ 〇 60巻３号 山内　清男
　この表は、『東京人類学会雑誌・人類学雑誌』670冊、『考古学雑誌』373冊を検証し、「縄紋」から「縄文」
への転換の経緯を明確にするために、関連文字使用者550名を抽出した中から、本論に関係あるものと歴史的
に必要と思われるものを限られた紙面に合わせて再抽出し一覧としたものである。
　『東京人類学会雑誌』は、1911（明44）年４月に雑誌名を『人類学雑誌』に変更した。
